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令和8 年 ７月 

愛川町立菅原小学校 

発行責任者  前盛 朋樹 

電話046-285-2794 

学校だより     第４号 

すがわら  

みんなで「自ら考え、自ら行動できる子ども」の育成を目指して 

 校長  前 盛 朋 樹  

 

今年も図工室前の池に「子メダカ」が生まれ、水面には「睡蓮の花」が美しく咲いています。近くには、２

年生が育てているミニトマトの鉢やキュウリ、ピーマン、ナスなどの野菜、３年生が育てているホウセンカや

ヒマワリが元気に育ってきており、子どもたちが毎日水やりや草取りをする姿が見られます。 

 

昨年度より菅原小学校の水泳学習は業務委託となり、運動会が終わった６月、５・６年生からレオスイミン

グスクールでの水泳学習が始まりました。今年度も、２学期まで学年により実施時期が異なりますが、４～５

グループの泳力別グループで、天候や気温といったその日の状況に左右されにくい、よりよい環境の中で、水

泳指導のプロに指導していただけることに感謝したいと思います。 

 

今年は、この１学期にも複数回にわたって台風が接近,上陸し、暑さは昨年に比べ やや和らいでいるように

感じますが、それでも蒸し暑い日は多く、学校でも熱中症の「暑さ指数」に注意を払いながら、日々の教育活

動を行っています。 

そんな中、登下校を含め必要な時に帽子をかぶっていない児童もおり、ますます暑くなるこれからの時期、

とても心配しています。その都度、声かけをしていますが、子ども自身が「なぜ帽子をかぶる必要があるのか」

を考え、自ら意識して行動に移すことが大切です。 

 

学校では、朝、校門の所であいさつをしています。幸せなことに、毎週火曜には民生・児童委員のみなさん

も来てくださっており、先日の朝会であらためて ご紹介させていただきました。また、月１回 約１週間、児

童の委員会が交代で「あいさつ運動」も行っています。暑さのせいもあるかもしれませんが、まだまだ「自分

からあいさつ」できる児童は多くありませんが、それでも特に１年生に、笑顔で元気よく「自分からあいさつ」

できる児童が多く、毎日学校生活を楽しみにしているようで、嬉しいです！ 

菅原小学校では、子どもたちに「自ら考え、自ら行動できる子ども」になってほしいと願って「めざす子ど

もの姿」に掲げており、あいさつはその第一歩ではないかと思っています。そして、さらに「自分はどう思う

か」「どうしたいのか」という「主体性」を持って、それを人に伝えられるようになってほしいと願っていま

す。 

さらに、子どもたちの期待に応えられるような学校づくりに取り組んでいくとともに、あいさつの輪ももっ

ともっと広げられるよう、引き続き「あいさつ運動」等の取り組みを続けていきたいと思います。ご家庭や地

域でも、ぜひ「自分からあいさつ」できるよう、声をかけ合い、みんなで「心のキャッチボール」を意識して

いけたらと思います。 

 

もうすぐ、子どもたちが心待ちにしている夏休み。子どもたちが、家庭や地域で過ごす時間が長くなります。

イベントを楽しみにしている子どもたちも多いかもしれません。夏休みは、家庭のルールや地域でのマナー等

についても、子どもたちが意識し、行動できるよう見守っていく絶好のチャンスだと思います。 

また、子ども自身が「４５日間の長い夏休みをどう過ごすか」自ら考え、自ら行動することが大切だと考え

ています。どの子どもにも同じ、４５日間です。家庭や地域で、ふだんなかなかできない「体験」ができたら

素晴らしいですが、イベントを楽しみにしつつ、「自分がしたい」と思う好きなこと等にチャレンジする夏休

みにできたら、さらに自信をつけ成長できるのではないかと思います。子どもたちと一緒に、ぜひ考えていた

だけたらと思います。 

 

９月１日、心も体も大きく成長した子どもたちに、また元気に会えることを、心から楽しみしています。 

 

 

 

 

 

□か  考える子 

□が  がんばる子 

□や  やさしい心の子 

□け  元気な子 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 課題図書の紹介             図書担当より  
もうすぐ夏休みですね。長いお休みは普段できないことにじっくり取り組める貴重な時間です。 

  今年の夏は読書を通して心を育て、さまざまな世界にふれてみませんか？ 

  菅原小学校では、夏休みの宿題の１つとして「青少年読書感想文全国コンクール」の応募を設けています。

その中で、課題図書というものがあります。課題図書とは、年齢に応じたおすすめの本を読み、感想を書くこ

とで、読書の楽しさに親しみながら、思考力や表現力を伸ばすことを目的としています。 

以下は、低学年・中学年・高学年のそれぞれの課題図書の一部です。他の課題図書も学校にもあるので、気

になる人はぜひ、学校図書館へ来てください。 

 

『ララのまほうのことば』 グレーシー・ジャン作 工学図書 

暑い日差しの下を駆け回る元気な女の子、ララ。でも、毎日服を泥だらけにしてしまうララに、お母さん

はイライラしてしまう。とうとうお母さんに「外に出かけではいけません」と言われてしまい、ララは…？

ララと心を通わせる植物の不思議な力の物語。 

 

『まだまだここから』 宇佐美牧子作 ポプラ社 

運動はそんなに得意じゃないけれど、水泳だけはちょっぴり得意な小学校４年生の蓮。ある日スイミング

スクールの「特訓生」になるチャンスが訪れる。しかし、選ばれたのは弟の凛だった。「がんばること」の本

当の意味を見つける物語。 

 

『ポジション！』 高田由紀子作 岩崎書店 

スポーツは苦手なのに、「背が高いから」という理由だけで、バスケチームに誘われた芽吹。 

しかし、後輩の入団で早くも戦力外の目で見られてしまう。数年ぶりに会ったルイが車いすバスケで努力

を重ねる姿に勇気をもらい、練習に励むが…？自分の居場所を探しながら、成長していく物語。 

 

この夏はぜひ、読書を通して新しい世界をのぞき、心の引き出しを１つ増やしてみてください。 

課題の規定や募集要項につきましては、別紙「夏休みの課題一覧」をご覧ください。 

 

 「夏休みを安全に そして楽しく過ごすために」    児童
じ ど う

指導
し ど う

担当
たんとう

 

                        
いよいよ子どもたちが楽しみにしている夏休みが始まります。長い休みだからこそ、家庭や地域で過ごす時間が増

え、さまざまな経験ができる一方で、事故やトラブルにも十分注意が必要です。 

 ご家庭では、「早寝・早起き・朝ごはん」を意識し、規則正しい生活を心掛けられるようお声掛けをお願いします。

また、熱中症対策や交通安全、不審者への対応についても、お子さんと改めて確認していただければと思います。 

さらに、夏休みは友達と遊ぶ機会が増えるため、お金の使い方についてもご家庭で話し合っていただけると安心で

す。本校では、次の合言葉を子どもたちに伝えています。 

「お・か・ね」の約束 

・お・・・おごらない  ・か・・・かさない（かりない）  ・ね・・・ねだらない 

お金の貸し借りや、おごる・おごられることは、友達同士のトラブルにつながることがあります。お互いに気持ち

よく過ごせるよう、ご家庭でもお子さんと確認をお願いいたします。 

子どもたち一人一人にとって、安全で充実した夏休みとなるよう、学校・家庭・地域が協力して見守っていきまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 日（火） ２学期始業式 特別日課４校時 

名前の日 

 ９日（水）

10 日（木） 

６年生修学旅行 

２日（水） 特別日課４校時 

登校班会議・下校指導 

14 日（月） 不審者対応訓練 

３日（木） 給食開始 24 日（木） 

25 日（金） 

学校公開日 

７日（月） 委員会 29 日（火） クラブ 

 

９月のおもな行事予定 


